
（一般地型）組立説明書

　この組立説明書は、ガレージを安全に組立てていただくために、重要な事項を記載しています。
   施工前に必ずお読みください。
　また、部品箱の中の取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください。
　本文は、２連棟タイプを基準にしていますが単棟タイプ、３連棟以上も手順は同様です。

設置場所の制限

施工全般

屋根の施工

注意

注意 注意

●大屋根からの雨水や、雪が直接ヨ
ドガレージの屋根に落ちる場所には
設置しないでください。

●屋根に上がる場合は、
転倒、転落等に十分
注意してください。

●屋根の重ね部を締結する
まで、重ね部には絶対に
乗らないでください。

●組み立ては専門業者にご依頼ください。
●ブロックでの基礎は絶対におやめください。強度確保のため、鉄筋入りの布基礎としてください。
●施工前に必ず布基礎の水平を確認してください。水平がでていないと、ガレージの建付けが悪くなります。
●強風時や雨天時の組立てはおやめください。
●高所での組立てとなりますので、足場板、安全帯などを使用して、作業時の安全には、十分注意してください。
●重量物・長尺物は運搬・据付の際に複数人数で行い、振り回したり、落としたりしないよう、注意してください。
●安全のため、手袋をして組立てを行なってください。
●ボルトは口に入れないでください。

注意
●崖のふち、風当りの強い場所等安
全の確認できない場所には設置し
ないでください。

注意
●給湯器の前には設置しないで
  ください。

施工の際には、次の点を必ず守ってください。

VGC-2652（H）
VGC-3052（H）
VGC-3352（H）

VGC-2655（H）
VGC-3055（H）
VGC-3355（H）

VGC-2659（H）
VGC-3059（H）
VGC-3359（H）

VGC-2662（H）
VGC-3062（H）
VGC-3362（H）

機種名

寸　法

A B C D E F G H

奥行き（mm） 高さ（   ）内はHタイプ（mm） 巾（mm）
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5,220

5,570.5
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1,891.5
（2,131.5） 1,866.5×n+165
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1,866.5×n+85

2,567.5×n+85
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3,080.5

1,891.5
（2,131.5）
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1,891.5
（2,131.5）

n：連棟数

注意

H-N-7

H-N-8-1

H-N-6-1

H-N-6-2

外 内

下枠断面図

後

右　左　

右　左　

※孔が完全にふさがるように
　塗布してください。

※孔が完全にふさがるように
　塗布してください。

※孔が完全にふさがるように
　塗布してください。

※後柱左右に後面ブレース(16φ)が
   付く場合（ブレースが付かない側は
   加工不要ですので注意してください）

※立ち上がり部分も
　十分に塗布してください。

※立ち上がり部分も
　十分に塗布してください。

※立ち上がり部分も
　十分に塗布してください。

右左　

H-N-7C

注）縦連結にする場合、オプション「目隠し」「側面シャッター」「後面シャッター」を
取り付ける場合はそれぞれの組立説明書を参考に水切りを設置してください。

注）「目隠し」を取り付ける場合、桁前は専用部材になります。
「後面シャッター」を』取り付ける場合、桁後は専用部材になります。

（単棟、間仕切り・中間ブレース付きの場合）

コーキング塗布コーキング塗布 コーキング塗布

コーキング
塗布

F

G

B

A

C

D

有
効
開
口
高
さ
　
E

有効開口間口　H
有効開口間口　H

前柱（右）
ボルトM8X25（白）

ボルトM8X25（白）前

前柱（中） 柱補強金具

前柱（左）

中柱（左右）
※左右共通

後柱（左右）
※左右共通

後柱（中）

後柱（左右）

中柱（左右）

中柱（中）

アンカー
プレート（B）

アンカー
プレート（R）

アンカー
プレート（A）右

アンカー
プレート（R）

アンカーボルトキャップ

前柱中カバー

アンカー
プレート（C）

アンカー
プレート（C）

ナット×2
ワッシャー
ウール
パッキン

ボルトM8X25(白）ボルトM8X25(白）

使用ボルト なし

下枠配置図
間口33タイプ

下枠33（左）

下
枠
26（
右
）

下
枠
26（
右
）

下
枠
33（
右
）

下
枠
33（
左
）

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
30

下
枠
26（
左
）下

枠
26（
右
）

下
枠
26（
左
）

下
枠
26（
左
）

間口30タイプ 間口26タイプ

奥行52タイプ 奥行55タイプ 奥行59タイプ 奥行62タイプ

下枠26（右）（左）ℓ=2,478.5mm
下枠30            ℓ=2,829mm
下枠33（右）（左）ℓ=3,179.5mm左 左

左 左

左

左

右 右

右

右

下枠26（左）下枠30

注）「強風地向け補強材」を取り付ける場合は柱に孔加工が必要です。設
置場所にスペースが無い場合は先に孔加工してください。加工については
「強風地向け補強材」の組立説明書（VG4-7051）をご参照ください。

アンカープレート（B）

※ここは奥行62タイプ
　または間仕切り、中間ブレースを
   付ける場合に設置します。

アンカープレート（R）

アンカープレート（A）右

アンカープレート（C）
※左右共通

アンカープレート（C）

アンカープレート（C）

アンカープレート（B）
※左右共通

アンカープレート（A）左

下枠カバー（A)左

下枠カバー（A)右

下枠カバー(B)右

下枠カバー（A)左

下枠カバー（A)右

下枠カバー（A)左

下枠カバー（B)右

下枠カバー（A)右

下枠カバー（A)右

下枠カバー（A)左

下枠カバー（A)右

下枠カバー（A)左
下枠カバー（A)右 下枠カバー（B)左

下枠カバー（A)左
下枠カバー（B)右

下枠カバー（B)左

下枠カバー（B)左

下枠カバー（B)左

上枠前（左）

上枠後（左）

上枠後（右）

ボルトM8X25（白）

M8袋ナット

M8袋ナット

M8ナット 上枠前（右）

柱補強金具

ボルトM8X105(白）

ボルトM8X105(白）

桁後

柱後（左右）

桁後

M8袋ナット

前、中

M8袋ナット

バインド小ネジ
M6X14

B1バインド
6ΦX14

ボルトM8X25(白）

ボルトM8X25(白）

面戸フレーム
※カラー鋼板（白）

ボルト
M8X25(白）

ボルト
M8X25(白）

ボルト
M8X25(白）

桁前取付金具

桁前取付金具

桁前

梁取付金具（D）
（左）

梁取付金具（D）
（右）

梁取付金具（D)左

梁取付金具
（D）（右）

桁前

桁後は、ツメを後柱の上端の切欠きに
引掛けてボルト止めします。

面戸フレーム
    梁取付金具B（左）

M8袋ナット

M8袋ナット

梁取付金具C（右）

梁取付金具C（右）B1バインド
6ΦX14

M8袋ナット

M8袋ナット

ボルトM8X105（白）

梁取付金具B（右）

梁取付金具A（左）

桁中

ボルトM8X105(白）

ボルトM8X105(白）

ボルトM8X105(白）

ボルト
M8X25（白）

パネル受フレームB-N

ボルトM8X25(白）

ボルト
M8X25(白）

M8ナット

梁（左）

梁（右）

ボルトM8X25(白）

ボルトM8X105(白）

ボルトM8X25（白）

桁取付金具左

梁取付金具D（右）

パネル受けフレームA

梁取付金具D（左）

面戸

ボルト
M8X105(白）

M8ナット
M6ナット

M8ナット M6ナット
M8ナット

ワッシャー

M8ナット

ボルトM6×90

ボルトM6×90

B1バインド6φ×14 バインド小ネジM6×14

パネル受けフレームA　

M8ナット

前柱（中）、中柱
（中）設置方向

 

ボルト
M8X105（白）

※間仕切り、中間
   ブレースを付ける
   場合のみ取り付け

※ツメを柱の切欠きに
　引掛けて下さい。

カーポ連結時はカーポ側には
パネル受けフレームB-Nは取り
付けないでください。
（面戸フレームは取り付けます。）

パネル受フレームB-N
※メッキ仕上げ

M6ナット

↓

パネル受けフレームB-N  ※メッキ仕上げ

ボルト
M8X25(白）

コーキング塗布 コーキング塗布 コーキング塗布

コーキング塗布

アンカーボルト部分の
コーキングは孔が完全に
ふさがるように塗布して
ください。

孔がふさがっていない。

コーキング塗布
左側後

15φ孔加工
（コーキング塗布してください）

右側後

ボルトM8X25(白）

※間仕切りを取り付ける場合

※カラー鋼板（白）

※メッキ仕上げ

パネル受けフレームB-N
（メッキ仕上げ）

面戸フレーム
（白）
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●使用ビス一覧　

ボルト
M6×15
（白）（色付き）

M6ナット
M8ナット
（座金付き）
※14mmビット

M8ナット
M8袋
ナット

Ｂ１バインド
6φ×14

ボルト
M8×105

ボルト
M6×90
＋ワッシャー

ボルト
M8×25
（白）（色付き）

①　水切り　を基礎に設置します。
   （  水切り後  にはシールが貼ってありますので必要な孔部を切ってください。）
②　水切り　の重ね部、アンカーボルト周辺にコーキングを施します。

　

①  アンカープレート  をアンカーボルトに仮止めします。
　※本締めは下枠設置後に行います。
　※奥行き62タイプの梁補助柱用の  アンカープレート（R)  は梁補助柱梱包に入っています。
②オプション間仕切りを取り付ける場合は    前柱中カバー   を  アンカープレート（R)  に設置して固定し、
   アンカーボルトキャップを被せます。

M8袋ナット

①  下枠カバー  を下枠に取り付けます。
②仮止めしたボルトを締め付けて固定します。

①  柱  をアンカープレートに取り付けます。
②  柱補強金具  を後柱（左右）に
　取り付けます。

①  上枠前  と  上枠後  を柱に取り付けます。

①  パネル受けフレームB-N  を桁中の両端に取り付けます。
②  桁中  を中柱に取り付けます。
③連棟の場合、  梁取付金具（A)（B)（C)  を桁前  、桁中、桁後に
   それぞれ同時に取り付けます。

①  桁前取付金具  を柱前に取り付けます。（金具に左右はありません）
②  パネル受けフレームB-N  を桁前、  面戸フレーム  を
   桁後の両端に取り付けます。
③  桁前  、  桁後  を柱に取り付けます。
④連棟の場合、  梁取付金具（D)  を前柱中、後柱中に桁と同時に取り付けます。

①  下枠  を下の配置図に従って配置しアンカープレートに固定します。
　下枠上面部のボルトは仮止めします。
②アンカーボルトを本締めします。

柱が下枠に入らない場合は下枠
の配置（工程3）を確認してくだ
さい。

注意

ツメを柱上端の
切欠きに
引掛けてボルト
止めします。

桁取付金具は左右がありま
すので注意してください。
左右逆に取付けると傾いて
取付きます。

注意

コーキングが不十分だと
雨水等が庫内に浸入しま
すのでしっかりと塗布して
ください。

※後柱左右に後面ブレース(16φ)を取り付ける場合は、アンカーボルトが
　増えるため水切り側の後部に孔加工を行ってください（下図参照）

※上枠上部には、一般地型の場合および 
   オプション「側面シャッター」を取り付け 
   ない場合に使用しない孔があります。
   相手の無い孔はボルト固定不要です。

注意

①  梁取付金具（D)  が正面向かって右側のみ取り付いていることを確認します。
②  梁  を（右）→（左）の順番で柱に載せます。
③  梁取付金具（D)  を柱に取り付けて  梁  と固定します。
④  桁取付金具左・右  を梁に取り付けます。
⑤  梁  同士をボルト、ナットで固定します。
⑥  パネル受けフレームA  ・  面戸  を桁前・後の連結部に取り付けます。

ボルトM8×25（白）　

使用ボルト なし 使用
ボルト

ボルトM8×25（白）
バインド小ネジM6×14+M6ナット
B1バインド6φ×14
ボルトM8×105+M8袋ナット
ボルトM8×25（白） 

使用
ボルト

水切り側・左　  

水切り後

水切り側・右

水切り側・左　  

水切り側・右
水切りカバー（A)左

水切りカバー（C) ボルトM8X25（白）

ここは固定しません。

ボルトM8X25（白）

ボルトM8X25（白）
※仮止め

下枠（左）

下枠（左）

下枠（左）

下枠（右）

下枠（左）
下枠（右）

水切りカバー（A)右

1 水切りの設置 3 下枠の取付け 6 桁の取付け

7 桁中の取り付け

2 アンカープレートの取付け

4 下枠カバーの取付け 8 上枠の取付け

9-1 梁の取付け5 柱の取付け

切り欠き

梁前部 梁後部

ツメ

4

5

下枠33、下枠26には左
右がありますので配置図
を見て正しく設置してく
ださい。

注意

柱が倒れる恐れがありますの
で場合によっては倒れ防止を
行ってください。

注意

ボルトM8×25（白）+M8ナット
ボルトM6×90+ワッシャー+M6ナット
バインド小ネジM6×14+M6ナット
B1バインド6φ×14

2

ボルトM8X25(白）

使用ボルト ①

ボルトM8×25（白）　使用ボルト ①②

①③

④

②

使用ボルト ① ボルトM8×25（白）、M8ナット
ボルトM8×105+M8袋ナット

②③④
④

⑤

使用ボルト ウールパッキン、ワッシャー、
ナット（アンカーボルト用）①

※水切りカバーAには
　左右があります。
　○○の印を目安に
　設置して下さい。

バインド小ネジ
M6×14

テックス
4φ×13

ルーフドリルビス
6φ×28

●組立てに必要な特殊工具 ・口幅14㎜ビット（屋根固定用）・口幅21㎜ビット（アンカーボルト固定用）
・3番手プラスビット（フレーム固定用）・ペンチ（シャッターカシメ用）

柱補強金具

（1本梁の場合）

下枠カバー（A)左

下枠カバー（B)右

桁前取付金具
※左右共通
桁前取付金具
※左右共通

梁取付金具
B（左）

梁（右）

桁取付金具（左）

上枠前（右）

上枠後（右）

上枠後（右）

梁取付金具B（右）

梁（左）

梁取付
金具D（右）

桁取付金具（右）

アンカーボルトを
本締めします。



（2020年A制作）

（一般地型）

奥行62タイプのみ

間柱側 間柱後

①  ケラバ接続金具  をケラバ前に取り付けます。
②  ケラバ前  、  ケラバ後  を上枠に取り付けます。
③庫内から  ケラバ  を固定します。（３ケ所は  屋根止結金具  を用いてボルト固定します。）
④ケラバ上面を屋根に固定します。

①   桁中  を柱・梁に取り付けます。
②   パネル受けフレームA・B-N  をそれぞれ桁の連結部、端部に取り付けます。
③奥行き62タイプのみ  梁補助柱  を梁の下に取り付けます。

①  ブラケット  を柱、桁前に取り付けます。

最後に、ボルトのゆるみがないかどうかもう一度確認し、
前柱(中）、中柱（中）部分にコンクリートを流し込んでください。
テックス等の切粉は必ず取り除いてください。
下図の位置に銘板を貼付けてください。
鍵は錠の裏側にあります。お客様にお渡しください。
本書と取扱説明書はお客様にお渡しください。

※レールの下端部は下図のように穴を掘ってレールを
　取り付けた後コンクリートを流し込んでください。

注）「中枠補強」を取り付ける場合、ブレースを取り付ける
前に中枠補強を組み立ててください。（組立説明書は中枠
補強の枠梱包）
注）「カーポート」を連結する場合はブレースを取り付け
た後から施工してください。（組立説明書はカーポートの
部品箱）

①※連棟の場合　  鼻隠し後補強金具  を桁後に取り付けます。
②  鼻隠し後  を屋根に取り付けます。
③  鼻隠しコーナー樹脂（後）  を鼻隠し後、ケラバに取り付けます。
④※連棟の場合　連結部は  鼻隠し後接続金具  、  鼻隠し後補強金具  に
   取り付けます。

レール

※間仕切り（オプ
   ション）の場合
   は不要です。

※基礎とレールの隙間が
　塞がるように十分に
　塗布してください。

銘板貼付位置

銘板

ナット2ヶ

（10
0）

（100） 28
0

20
0

80

(50)(50)

(100) 以上

F.L

注）強風地向け補強材」を取り付ける場合、上枠補強材を先に上枠に載せて間
柱と一緒に固定してください。　※間柱は専用間柱になります。（板厚1.6㎜）

単棟タイプの場合、下図の斜線部の壁はシャッター
取付け後にはめ込んでください。

注）引戸、補助ドア、サッシ窓のある場合は壁パネルの取付
けと同時に行ってください。

①  壁パネル  を室内からはめ込み柱、間柱に取り付けます。

①  屋根  の両端部を残し屋根をタイトフレームに固定し、  剣先ボルトキャップ  を嵌めます。
②  屋根  の流れ方向の重ね部を固定し  ルーフドリルビスキャップ  を屋根裏からかぶせます。
③  水上面戸  を水上側に取付けコーキングを施します。

①※連棟の場合、  鼻隠し前接続金具  を前柱中に取り付けます。
②  鼻隠し前  を屋根、ケラバコーナー樹脂に取り付けます。
③  桁前カバー  を桁前、鼻隠し前に取り付けます。
④  換気栓  を桁前カバーに取り付けます。

50

3

4

前柱

スラット

差し込みガイド

①シャフトの両端にある固定ピンを抜き取ります。
②スラットを巻き上げます。
③ガイド部分の保護材を横に引き抜いて取り外してください。

シャフト
振れ防止ピン

固定ピン

ブラケット

5mm以内 5mm以内

対角の確認

固定ピンを抜き取ります。

鼻隠し前

換気栓

ボルトM6X15（色付き）

鼻隠し後A

鼻隠し後B

一旦緩めて
ください

ルーフドリルビス6φ×28

ルーフドリルビス6φ×28

鼻隠し後補強金具

鼻隠し
コーナー（後）

M6ナット

M6ナット

M6ナット

ボルト
M6X15
（白）

ボルト
M6X15（白）

ボルト
M6X15（白）

ボルトM6X15（白）

桁前
桁前カバー

101mm

①  スラット  を差し込みガイドを使って順次差し込みます。
②継ぎ目をカシメます。（両端カシメてください。）
③柱の建ちを確認します。

レール補強金具

ボルトM6X15（白）

※左右共通

外側の”振れ防止ピン”は
抜かないでください。

①  レール  を前柱に取り付けます。
②両サイドの柱には、中央3ヶ所に  レール補強金具  を取付けます。
③連結部は下部に  レールカバー  を取付けます。
④基礎部分にコーキングを塗布します。

ケラバ接続金具

H-N-14-1

H-N-15-1

H-N-13-1

H-N-8-2

H-N-9-1

H-N-10-1

H-N-11

H-N-13-2

D

少し前後に回す

※継ぎ目はペンチでカシメてスラットが
   抜けないことを確認してください。

2

1

2

1

2

1

1

1

1

2

1

2

2

3

4 2

1

1

12

2

2

1

1

1

1

2

1

3

4

1

1

1

2

2

18
使用
ボルト

①    M8ナット（座金付き）
②    ルーフドリルビス6φ×28
③    テックス4φ×14

防水パッキン（黒）

コーキング塗布
※多めに塗布してください。

ボルト
M8X25（白）

ボルトM8X25（白）

 ボルト
M8X105（白）

梁補助柱取付金具

梁補助柱

屋根屋根
水上面戸

水上面戸

テックス
4φX13

パネル受フレームA

M8袋ナット

M8袋ナット
M8ナット

パネル受フレームB-N
※メッキ仕上げ

ボルトM8X25（白）

ボルトM8X105（白）

ボルトM8X105（白）

ボルトM8X105（白）

ボルトM8×25（白）

防水パッキン(黒)

屋根後
ソフトテープ（白）

ソフトテープ（白）

梁前

梁後

M8ナット

ボルトM8X25（白）

ボルトM8X25（白）
B1バインド6φX14

B1バインド6φX14
パネル受けフレームA パネル受けフレームA

面戸

ブレース

ボルトM8×25（白）

M8ナット

調整しない。

調整する。

鼻隠し前接続金具

換気栓

鼻隠し前

桁前カバー

M8ナット

M8ナット

ボルトM8×25（白）
M8ナット

間柱側

間柱後

ブラケット（右）

ガイド

シャフト

シャフト

ラベル“左”が室内側に
向くようにしてください。

ブラケット（左）

スラット巻き上げ後に取り外す

ブラケット（左）

ブラケット（右）

ブラケット（右）

ボルトM8×25（白）

桁前カバー

ボルトM6X15
（色付き）

ボルトM6X15
（色付き）

ボルトM6X15
（色付き）

B1バインド
6φX14

スラット

バインド小ネジ
M6X14

使用
ボルト

ボルトM8×25（白）+M8ナット

　　　　　　　　
　　　　　

ボルトM6×15（白）
ルーフドリルビス6φ×28
M8ナット（座金付き）

ルーフドリルビス6φ×28
ボルトM6×15（白）
ボルトM6×15（白）+M6ナット

①  シャフト  をブラケットに取り付けます。
　（左右のラベルが室内側に向くようにして取り付けてください。）
②  スラット  をブラケットのガイドに通します。

電動シャッターの場合
①シャフトの右側のキャップを外し解除ワイヤーのみをブラケットの孔に通して
  からシャフトを固定してください。（他の配線は引き出さずにそのままにして
  おいてください。）

③ バインド小ネジM6×14+M6ナット
B1バインド6φ×14

使用
ボルト

③

②

①

　使用ボルト なし

使用
ボルト

①②③

④

バインド小ネジM6×14
ボルトM6×15（色付き）
ルーフドリルビス6φ×28
ボルトM6×15（色付き）

使用
ボルト

①

②

③

②
③
④

ボルトM8×25（白）
ボルトM6×15（色付き）

①
①

　使用ボルト なし

　使用ボルト なし

バインド小ネジM6×14バインド小ネジM6×14

ルーフ
ドリルビス
6φ×28 ボルト

※ブラケットに付い
　ているボルトを
　一旦外してその
　ボルトで固定し
　てください。

パネル受け
フレームA

ボルトM6×15
（色付き）

屋根屋根

コーキング
 
コーキング
 

水上面戸

※面戸からはみ出ないように
   してください。

組立説明書と取扱説明書・保証書は大切に保管してください。お客様へ

施工業者の方へ 取扱説明書は大切な書類です。
本書と取扱説明書・保証書は、必ずお客様にお渡しください。

①  梁前  を前柱中・中柱中に取り付けます。
②  梁後  を中柱中・後柱中に取り付けます。
③パネル受けフレームA、面戸を桁前・桁中・桁後の連結部分に取り付けます。

M8ナット（座金付き）の締め
付けは口幅14㎜のソケット
ビットが必要です。　

注意

屋根の重ね部には絶対
に乗らないでください。

間口33タイプのブラケットはシャフト受金
具が他のサイズのものよりも大きいので
必ず33タイプに取付けてください。※ガイド部分の保護材はスラット取付け時の傷つきを防止するためのものです。

　工程22完了後まで取り外さないでください。

注意

注意

注意

シャフトは（右）（左）を逆さに取付けない
でください。シャフトが逆回転して非常に
危険です。

注意

シャフトの（右）・（左）の確認、及びスラッ
トがガイドに入っているか確認してくださ
い。

注意

この状態では、ピンを絶対にはずさないで
ください。ピンをはずすとシャフトが急回
転して非常に危険です。

注意

柱が広すぎると鍵がかからなくなるだけでなく、強風時にスラットがレールから抜ける場合があります。
また柱の傾きが5㎜を超えるとシャッターの開閉に支障をきたす場合がありますのでシャッターサゲフリ等で
寸法の確認を必ず行ってください。

注意

注意ボルトM8×105+M8袋ナット
ボルトM8×25（白）
バインド小ネジM6×14+M6ナット
B1バインド6φ×14
ボルトM8×105+M8袋ナット
ボルトM8×25（白）

　　　　　　　　　　　　　

使用ボルト ①②  ボルトM6×15（白）

9-2 梁の取付け（間仕切り・中間ブレースを取付ける場合）

10 桁中、梁補助柱の取付け（1本梁の場合）

13 ブレースの取付け 17 鼻隠し前の取付け 21 スラットの吊りこみ

22 シャフト固定ピンの抜き取り

18 鼻隠し後の取付け

23 レールの取り付け19 シャッターブラケットの取付け

24 完成20 シャッターシャフトの取付け

14 屋根の設置、建付け調整

15 屋根の固定

16 ケラバの取付け

11 間柱の取付け

12 壁パネルの取付け

ケラバ前（右）

ケラバ後（右）

ボルトM6X15（白）

屋根止結金具

ボルトM6X15（白）

ボルトM6X15
（白）

ケラバ後（右）

ケラバ前（右）

断面図

屋根ブレース組合せ表
使用機種
間口 奥行 L ℓ1 ℓ2

ブレース長さ（mm）

19

26

52

55

59

62

52

55

59

62

2,958

3,264

3,581

1,598

1,704

2,021

1,300

1,500

3,368

3,640

3,926

1,808

2,180

2,366

1,500

1,400

1,500

使用機種
間口 奥行 L ℓ1 ℓ2

ブレース長さ（mm）

30

33

52

55

59

62

52

55

59

62

3,606

3,862

4,133

2,146

2,402

2,773

1,400

1,300

3,862

4,101

4,358

2,402

2,541

2,998

1,400

1,500

1,300

60
L

ターンバックル

ボルトM8×25（白）標準
強風地向け補強セット

本体部品箱
強風地向け補強セット梱包

梱包使用ボルト

※「強風地向け補強材」付の場合φ10.7になります。
※

換気栓
※換気栓は必ず外
側いっぱいにスライ
ドさせ、しっかり固
定されていることを
確認してください。

ルーフドリルビス6φ×28

ルーフドリルビス
6φ×28

ルーフドリルビス
キャップ

ルーフドリルビスキャップ

端は固定しません。

端は固定しません。

M8ナット
（座金付き）

前柱(中）

鼻隠しコーナー（後）

鼻隠し後接続金具

鼻隠し後

①  ソフトテープ（白）  を桁後のタイトフレームに沿って貼り付けます。
②  屋根後  を向かって左から載せていきます。
③  防水パッキン（黒）  を屋根後の前側に貼り付けコーキングを施します。
④  屋根前  を向かって左から載せていきます。
⑤ブレースのターンバックルを回して本体の建付け調整を行います。

①  ブレース  を桁に取り付けます。
　※調整は屋根を載せた後に行います。
   （先に調整すると屋根が入らなくなる可能性があります。）

ボルト
M6X15
（白）

使用ボルト 　①  　ボルトM6×15（白）

使用ボルト 　①  　ボルトM8×25（白）+M8ナット

使用
ボルト

使用
ボルト

使用ボルト 　①  　ボルトM6×50

使用ボルト
 ①②   ボルトM8×25（色付き）
 ③    ボルトM8×25（白）

2

B1バインド6φ×14
M8袋ナット

桁中

壁パネル

ボルトM6×15（白）

ボルトM12×30+ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ+ﾜｯｼｬｰ

※「強風地向け補強材」を取付ける場合、ブレース取付け孔を12φ
孔に広げてください。桁中のインサートナットはドリル等で外して
12φ孔に広げてください。

注意

スラットを巻き上げる際、
スラットを外側に強く押し
付けながら上げないでく
ださい。傷つきの原因と
なります。

ナット1ヶ

①  間柱側  を側面の下枠、上枠左右に取り付けます。
②  間柱後  を後面の下枠、桁後に取り付けます。

「Hタイプ」および「シャッター延長仕様」の場合、シャフト梱包に入っている分割スラット（3～4枚組）を
最初（最上段）に忘れずに取り付けてください。

前 17
0

26
0
33
0

(2
6）
 ℓ
 =
2,9
50
mm

(3
0）
 ℓ
 =
3,3
00
.5m
m

(3
3）
 ℓ
 =
3,6
51
mm

印字

屋根前

前 10
0

16
0

(2
6）
 ℓ
 =
2,8
77
.5m
m

(3
0）
 ℓ
 =
3,2
27
.5m
m

印字

屋根後

部材名の印字のある方がガレージの前側になります。

140mm
鼻隠し後

桁後

　スラットは、4～5分割されてお
りシャフトを取り付けた後、左
（又は右）から差し込みガイド
を使って順次差し込んで行くよ
うになっています。差し込むス
ペースがない場合は、予めスラ
ットを一体にしてからシャフトに
取付けてください。

注
意

ハカマハカマ

ハカマ

ブラケット（右）

ブラケット（左）

脚立

ボルトM6X15（白）

ボルトM6X15（白）

①②

ルーフドリルビス6φ×28

ボルトM6×15(色付き)

ボルトM6×15（色付き）

ルーフドリルビス6φ×28
剣先ボルトキャップ

M8ナット（座金）

ボルトM8×25（白）

ボルトM6×15（色付き）

ルーフドリルビス6φ×28

ルーフドリルビス

レール補強金具

ボルトM8×25（色付き）

レール（左）

レールカバー

レール（右）

ボルトM8×25（白）

コーキング塗布

桁中

屋根止結金具

鼻隠し前接続金具

ブラケット（左）

パネル受けフレームB-N  

剣先ボルトキャップ

鼻隠し後補強金具

鼻隠し後接続金具

3

下孔
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